
 
 
 
 
 
 

 

   
 

 
 
 

 
 
 
 
  
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

◆渡航した場合 

 ・農場やと畜場等の畜産関連施設に立ち入らない 

 ・動物との不用意な接触をさける 

 ・肉製品等を持ち帰らない 

 ・帰国した際には動物検疫所カウンターに立ち寄り家畜防疫官の指導を受ける 

◆帰国後 

 ・一週間は必要以外に衛生管理区域へ立ち入らない 

 ・海外で使用した衣服等は衛生管理区域に持ち込まない 

                   持ち込む場合は洗浄・消毒する 

◆衛生管理区域への病原体の持ち込みを防止 

 やむを得ず人が立ち入る場合や物を持ち込む場合には洗浄・消毒を徹底する 
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口蹄疫類似疾病に注意！ 
 平成２８年７月にアメリカのと畜場で、豚の鼻や蹄等に水胞を呈する症例が確認さ

れました。口蹄疫は陰性であったものの、そのほとんどの症例からSeneca
セ ネ カ

 virus
ウ イ ル ス

 A

陽性が確認されたとの情報提供がありました。本病は、これまで国内での発生はあり

ませんが、口蹄疫の類似疾病として注意が必要です。 
 

つがる家畜保健衛生所 ０１７３-４２-２２７６ 
土日休日緊急用携帯  ０９０-８７８８-７４５９ 

飼養している家畜に異常が見られた場合は、すぐに家畜保健衛生所へご連絡下さい！ 

農場への病原体の侵入防止のため、飼養衛生管理基準を順守し、特に下記の 

項目に注意してください。 

破裂した鼻の水胞 蹄冠帯の潰瘍病変 
出典：全米養豚獣医師協会 


